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  第１６回行政問題学習会 
 

       東日本大震災から学ぶ 
  

  市庁舎の現状と 
    今後の対応について    

平成24年2月 

経営改革推進室長 吉川清志 

 



Ⅰ．東日本大震災にかかる 
     被災地行政支援活動報告 
 

     ～岩手県陸前高田市・大槌町～ 
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千葉県と県内市町村が連携した      
被災自治体支援活動に参加 

【目的】 

東日本大震災により、特に深刻な被害が 
生じている東北地方の自治体に対して、 
職員を派遣することにより、      
被災地における災害復旧、復興等の業務支
援の円滑な実施を図り、被災地の速やかな
復興に資すること。 
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派遣期間（第７班） 

 平成23年８月８日(月）～８月15日(月） ８日間 

派遣先 

 岩手県陸前高田市 及び 大槌町 

業務内容 
 義援金、弔慰金の申請受付及び審査業務 
  ※申請は概ね受理されているが、審査が停滞している。 

【活動スケジュール（１日）】 
 ６時３０分 宿泊所発（水沢市⇒陸前高田市） 

 ８時００分 仮設庁舎着 

 ８時３０分 受付及び審査業務開始 

１７時３０分 仮設庁舎発 

１９時００分 宿泊所着  
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【参加目的】 

①被災自治体の復旧活動の支援 

②庁舎機能を失った自治体の実態把握 

③被災地の現状の実体験 
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陸前高田市での活動 
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被害にあった陸前高田市役所 
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仮設庁舎がある大槌小学校跡 
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大槌町仮設庁舎 
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小学校の教室を使った受付窓口 
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大槌町仮設役場前 
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大槌町役場 
17 



大槌町役場 
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宮城県南三陸町防災対策庁舎 

現地支援活動を終えて 
 

 正確な情報収集に努め、あらゆる事態
を想定し、必要な対策を講じることの 
重要性を再認識しました。 
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Ⅱ．習志野市役所本庁舎の被災状況 
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①市役所本庁舎の被災状況 

東日本大震災により、本庁舎に被害が発生したこと
から、安全性の確認のため、設計事務所に委託をし
て調査を実施しました。 ← ３月２６日・２７日 

ひび割れ状況、床のたわみ等 

柱、梁、壁及び床下に多数のひび割れ、被覆材の
落下が確認されました。 

測定できた床のたわみは、最大で５５ミリたわんで
いる箇所があります。 

被災後の構造耐震指標（ＩＳ値） 

本庁舎のＩＳ値は、平成５年に耐震診断を行った時
の数値である ０．４２ から ０．３０ に低下しました。 
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②総合的判断≪被災状況報告書より≫ 
 

躯体（建築物本体） 

本庁舎の被害が他の建築物に比べ大きかった要因
は、建築物にねじれが加わったことによるものと考
えられる。 

被災後に算出されたＩＳ値は、０．３０で「地震の震動
及び衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性が
ある。」の最低ラインであることより、大地震が来た
場合には、倒壊又は崩壊する可能性がある。 

仮に倒壊を免れた場合でも、本庁舎の機能が損な
われる可能性は大である。 
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③現在の庁舎の課題 
 

本庁舎（築後47年）、新館（築後42年）など老朽化が
進んでいます。 

耐震安全性・狭隘化・分散化・バリアフリー・環境対
策等の課題があります。 

今回の震災により、耐震安全性の課題がこれまで
以上に大きくなっています。 

設備については、既に耐用年数を大幅に超過して
いることから、今後、多額の改修費がいつ発生して
もおかしくない状況となっています。 

 

23 



市庁舎の現状を踏まえた今後の基本方針 
 

市は、最優先課題として、東日本大震災による
災害復旧、復興に取り組みます。 

併せて、老朽化、被災状況などの市庁舎の 
現状を踏まえ、市役所機能を維持し、あらゆる
事態を想定して、市民生活の安全・安心を確保
するために、新庁舎建設及び新庁舎完成まで
の間の機能移転を実施する方針としました。 
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Ⅲ．市庁舎の今後の対応について 

1. 早期の新庁舎建設に向け取り組みます。 

コンセプト → みんなでつくる市庁舎 

新庁舎完成までの作業スケジュール【従来手法の想定案】 

 平成２４年度 → 基本構想・基本計画策定等 

 平成２５・２６年度 → 基本設計・実施設計、各種申請業務等 

 平成２７年度 → 新庁舎建設工事着工（工期：約18～22カ月） 

 平成２９年度 → 新庁舎完成（平成２９年６月頃予定） 

• 耐震性能に課題のある消防庁舎改築も検討します。 

• 民間事業者のノウハウ、資金等を活用した手法導入も検討します。 
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Ⅲ．市庁舎の今後の対応について 
2. 新庁舎完成までの対策として、本庁舎は
使用中止とし、京成津田沼駅前の旧クレ
ストホテルへ、市役所機能の一部を移転
します。 

新庁舎建設に向けた前述のスケジュールでは、新庁舎完成まで
に約５～６年間（平成２４～２９年度）が必要となっています。 

しかし、新庁舎完成までの間、安全性に課題がある本庁舎を 
使い続けることができるかを考えた時、来庁される市民の皆さん、
議員、職員の安全確保、また、地震が発生した時の災害対策拠
点としての役割の確保などの観点から、本庁舎の移転は避けら
れないものと判断し、その方法を検討した結果、旧クレストホテ
ルへの移転を実施する方針としました。 
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市民説明会を実施しています。 

「市庁舎の今後の対応について」の説明会を下記の
とおり実施しています。 

【説明会日程】 

2月5日(日）午前10時～ ゆうゆう館（集会室） 

2月5日(日）午後1時～ 消防庁舎（4階会議室） 

2月7日(火）午後7時～ 屋敷公民館（2階講座室） 

2月12日（日）午前10時～ 東習志野Ｃ．Ｃ．（講義室） 

2月12日(日）午後1時～ 谷津Ｃ．Ｃ．（ふれあいルーム） 

詳しくは、広報習志野1月１５日号、市ホームページをご覧く
ださい。 

現在、まちづくり会議でも順次説明を行っているところです。 
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